


(2) その他の関連する現状等

•隠岐島は平成25年9月に「世界ジオパーク」に認定されたことから、島外からの交流人口の拡大が期
待されており、観光振興と連携した水産業や水産物の活用策が求められている。
•隠岐の島町は、竹島を有する国境離島の位置付けにあり、水産業は海上の監視活動や保安対策等
においても重要な役割を担っている。

3活性化の取組方針

(1) 前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等

(2) 今期の浜の活力再生プランの基本方針

離島の基幹産業である水産業の活性化と、これによる定住人口の維持・増加につなげるため、高齢化
に対応した生産基盤の整備及び環境改善、流通の合理化や漁獲物の付加価値向上対策等を推進し、
漁業所得の向上と漁業就業者の確保育成を図る。

まき網やかご漁業等の雇用型漁業においては、適切な資源管理への取り組みや、漁船の円滑な更
新対策の検討等を推進し、漁業経営の安定化による漁業生産と雇用の維持・増大に努める。
①流通の合理化、魚価向上対策（付加価値向上、消費者ニーズに合致した商品づくり）
・高鮮度化技術の普及、新たな加工品等の開発と販路の開拓
・地産地消及び魚食普及の推進
•安定供給のためのストック機能強化（冷凍・冷蔵庫、蓄養水槽等）や加工施設の整備の検討
·6次産業化や島内消費拡大（観光連携 等）に向けた取り組みの推進
②漁業・漁村の活性化と漁業就業者の確保・育成
・イワガキ・ワカメ等の養殖振興や、漁業の複合経営による生産量の向上
•各種支援制度を活用した新規就業者の確保・育成の推進
•海岸や漁場の清掃活動等による環境保全の推進
•水高生による加工品開発や生徒の漁業現場実習等、水産高校と連携した地域振興対策の展開
③漁業・漁村の基盤整備
・ 漁港漁村の防災対策や漁港施設の機能保全
・漁業関連施設の新設・改修の検討
・老朽化した漁船の更新
・省エネ型技術や機器の導入促進
•水産資源の管理対策の推進















4 目標

(1)数値目標

漁 業 所 得 の向上 基準年

10%以上 目標年

平成28~3 0  年平均 ： 漁業所得(1経営体あたり）  円

令和6年 ： 漁業所得(1経営体あたり） 円

(2 )上記の算出方法及びその妥当性

(3)所得目標以外の成果目標

基準年 令和元年度： 105円/kg
全水揚げの平均単価向上 ---一疇--------------------------雫-

目標年 令和6年度 : 112円/kg






